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フランス語で世界にはばたこう

どこで話されていることば？

　フランス語の常時使用者は約１億 2300 万人、時々フランス語を話す人は 7200 万人で、世 
界のフランス語人口は合計約２億人です。フランス語は英語と並んで国連の作業用の言語であ
り、欧州会議やオリンピック委員会など多くの国際機関の公用語・作業語として用いられ、国
際機関で活躍するには必須の言語です。
　さて、フランス語は世界 29 か国の公用語であり、また 50 か国以上の国で話されています。
それでは、フランス以外のどこで話されているのか見ていきましょう。
　まず、ヨーロッパではベルギーやスイス、ルクセンブルグ、モナコの公用語です。また、北
米ではカナダのケベック州を中心に約 650 万人が母語としてフランス語を話します。また、 
マグレブと呼ばれる北アフリカのモロッコ、アルジェリア、チュニジアではフランス語が第２
言語として広く使用されています。サハラ以南のアフリカ諸国（セネガル、コートジボワール
など）、カリブ海（ギアナやグアドループなど）、かつて仏領インドシナと呼ばれたベトナム、
ラオス、カンボジア、太平洋の島々（ニューカレドニア、フランス領ポリネシアなど）でもフ
ランス語が使用されています。

日本語・英語とはどんな関係？

　1066 年に、フランス国王の臣下であるノルマンディー公ギヨーム（英語ではウィリアム） 
がイギリスを征服します。その後 300 年以上にわたってイギリスの歴代の王はフランス語を 
話すことになります。その結果、現在の英語の語彙の半分はロマンス語系（フランス語とラテ
ン語）です（ポッター『英語学概論』）。たとえば「生きている牛」ox や「豚」swine、「仔牛」
calf は元々のイギリス語ですが、「料理された牛肉」beef、「豚肉」pork、「仔牛肉」veal はフ
ランス語源の言葉です（スコット『アイヴァンホウ』）。庶民的な言葉は英語起源で、貴族階級
の言葉はフランス語起源であるところは、日本語の大和言葉と漢語の違いと比較してみると興
味深いと思います。
　また古いフランス語が英語になだれ込んだので、同じ起源を持つ現代英語と現代フランス語
とに異同があるのも面白い現象です。現代でも英語の beauty とフランス語の b

ボ テ

eauté は同意で 
すが、英語の travel（旅）とフランス語の t

トラヴァーユ

ravail（仕事）では異なっています。古仏語の 
travail は中世ラテン語の tripalium（「三本杭」の意で動物を繋いで焼印を押したり人を縛って
拷問に使った）ので「拷問」「激しい苦痛」の意味でした。島国の英国人にとっては旅が苦痛
であり（同じ島国の日本の「かわいい子には旅をさせよ」＝「苦労させよ」と似ています）、
フランス人にとっては仕事が苦痛だったわけです。
　現代英語の nice は古仏語の nice（無知な、愚かな）から派生していて、英語の現代の意味 

「すてきな」を十分に説明することは不可能に近い（ウィークリー『言葉のロマンス』）とされ
ています。ですが、中世の物語に拠れば、「無知な」青年ペルスヴァルが最後に聖杯を手に入
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れることができます。してみると「無知な」ことは、これから大事なことを知ることができる
という意味で、「すてきな」ことなのかもしれません。不思議なことに nice は現代フランス語
では消滅してしまっています。
　次に日本語との関係を見てみましょう。フランス語は日本語とは大変異なった言葉です。で
も、みなさんが意識してなくても知っているフランス語が日本には溢れています。まず、料
理の言葉。「カフェオレ、パン、クロワッサン、ガトーショコラ、タルト、ムース、エクレア」 
など。ところで、「ラングドシャ」というビスケットをご存知ですか？　ラング＝舌、ド＝英
語の「of」に似た前置詞、シャ＝猫　という３語からなり、「猫の舌」という意味です。確か
に薄いビスケットの形が猫の舌に似ています。こんなふうに、お菓子や料理の名前からどんな
食べ物か推測してみましょう。
　次に、ファッションの言葉。「パンタロン、ジレ、プレタポルテ、オートクチュール、ブ 
ティック」など。もちろん「シャネル」や「ルイ・ヴィトン」などのブランド名はフランス語 

（フランス人のデザイナー、オーナーの名前）ですね。
　フランス料理やお菓子、ファッションはフランスが世界に誇る文化産業です。ですから、日 
本でもフランス語をそのまま使用しているのです。中には、「モンブラン」のように、お菓子 

（栗のケーキ）とブランド（高級万年筆を始めとする服飾メーカー）の両方で知られた言葉も
あります。モンブランは西ヨーロッパ最高峰の山の名前ですが、「モン＝山」と「ブラン＝白 
い」の２語でできた「白い山」という意味です。おしゃれや食べ物が好きなあなたなら、フラ
ンス語はきっと楽しく勉強できるでしょう。

音と文字

　フランス語はラテン語が崩れてできたロマンス語（他にイタリア語、スペイン語、ポルトガ
ル語、ルーマニア語など）のひとつなので、原則的にはローマ字読みです。ローマ字読みしな
い点だけを以下に説明しましょう。
　なぜローマ字読みしないかというと、音は革新的で、文字（表記）は保守的だからです。文
字はまずその当時の音を正確に表記しようとします。ところが文字表記が一旦できあがると、
音は次第に変わって行くのに文字表記はなかなか変えられません。たとえば日本語の「私は」 

「図書館へ」「本を」も「わ」「え」「お」と発音するのに、発音の通りには書けません。保守的
ですね。フランス語でも中世・ルネサンスを通じて慣例化した表記は、十七世紀にはすでに発
音と合っていなかったのですが、当時の言語学者が慣例を尊重してそのまま採用してしまった
のです。そのときすでに最後の子音は発音しなかったし、重母音は短母音化していたのです。
　最後の子音は例外を除いて発音しません。Paris は「パリ」、Louis は「ルイ」です。重母音
の短母音化の現象は規則的なもので例外がほとんどありません。ai は「アイ」ではなく「エ」
と発音します。なぜ重母音が短母音化するのでしょうか。それは口の筋肉の経済効率化なので 
す。発音は短母音の方がはるかに楽です。日本語でも「見たい mitai」と言うより「見てえ
mite」と言う方が楽です。「アイ」が「エ」になるのですから、現象としてはフランス語と全
く同じですね。口の構造はどの民族でも似ているからでしょう。au と eau は「オ」と、ou は 

「ウ」と発音します。eu と oeu は「オ」の口で「エ」と発音します。面白いのは oi を「ウワ」
と発音することです。日本語で人を後ろから脅かすとき「ウワ」と言いますが、フランス語の
この音変化から推理すると、元は呼びかけの「オイ」だったのでないかと思われるからです。
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また e は音が弱くなり単独ではほとんど音がありません。menu は「ムニュ」で madame は 
「マダーム」です。ただし後ろに子音があったり上にアクセント記号がつくと「エ」と読みま 
す。dîner「ディネ」、café「カフェ」、mère「メール」です。
　またフランス語には鼻母音（母音が鼻に抜ける）があります。日本語にも似たような現象に
鼻濁音がありますがご存知ですか？鼻に抜けるために口の中が広くなるので、これも文字表 
記と発音が若干ずれます。im, in, eim, ein, aim, ain は「アン」に近い音に、em, en, am, an は 

「オン」に近い音になります。ですが、どういうわけか、銀座のデパート Printemps の日本語 
表記は「プランタン」となっています。
　最後にアクセントに関していうと、フランス語のアクセントは強弱アクセントで、その位置
は素晴らしく簡単です。最後に発音する母音にアクセントがあります。これまであげた単語例
のアクセントのある母音がゴシックで印刷してありますから確認してください。なぜこれほど
アクセントが簡単なのかというと、アクセントのある母音より後にある音は飲み込まれて消え
てしまい、表記されなかったからなのです。

日本人にとって学びやすい点／学びにくい点

　まず、英語に比べて発音するのが簡単なことです。フランス語の発音は難しいと思われてい
るかもしれませんが、そんなことはありません。フランス語には英語のような強いアクセント
がありません。上でも説明したように、フランス語のアクセントは単語の最後に発音される母
音にあり、とても簡単です。日本語に似て平坦な言葉なのです。ですから、真似るのは難しく
ありません。もちろんネイティブのような完璧な発音をするのは難しいでしょうが、習い始め
てすぐでもあなたのフランス語はフランス人に通じるでしょう。
　マスターするのが大変なのは、動詞の活用でしょう。動詞が主語によって変化するのは英語
も同じですが、フランス語の場合はその変化の数がずっと多いのです。たとえば、「歌う」に
あたる動詞 chanter ですが、次のように変化します。主語が「私」、「君」、「彼（彼女）」、「私 
たち」、「あなたたち」、「彼ら（彼女たち）」と変化するのに連動して c

 シャントゥ 

hante, c
 シ ャ ン ト ゥ  

hantes, c
 シャントゥ 

hante, 
c
 シ ャ ン ト ン  

hantons, c
 シ ャ ン テ  

hantez, c
 シ ャ ン ト ゥ  

hantent と６（５）つの形に変化します。実は、よ～く見ると語尾の形が
異なりますね。でも、chantons と chantez を除くと他のすべての発音は同じで「シャントゥ」 
です。確かに全部覚えるのは大変ですが、大学ではそのうちの重要なものだけを学びます。

フランス語豆知識

　フランスで伝統的な女性の名前といえば、M
　マ　リ　

arie, N
　ナ　タ　リ　

athalie, I
　イ ザ ベ ル　

sabelle, 男性の名前なら J
ジ ャ ン

ean, 
M
ミッシェル

ichel, P
　フィリップ　

hilippe などでしょうか。実は、これらは皆カトリックの聖人の名前です。M
　マ　リ　

arie は 
もちろん聖母マリアのことですね。J

　ジ ャ ン　

ean は使徒ヨハネのことです。そのせいで、フランス人 
は自分の誕生日とは別に、もうひとつ自分の名前の由来する聖人の日をお祝いすることがある
そうです。たとえば、M

 ミッシェル 

ichel くんは、聖ミカエルの日 9 月 29 日がもう一つの誕生日です。名
前のせいでもう一日お祝いできるなんて楽しいですね。
　ところで、最近の傾向は短くて母音で終わる名前です。たとえば、フランスで 2010 年につけ
られた最も人気のある名前は、女性は 1. E

　エ　　マ　

mma, 2. C
　ク ロ エ　

hloé, 3. L
 ロ　ラ 

ola、男性は 1. N
　ナ　タ　ン　

athan, 2.  
N
　ノ　ア　

oah, 3. L
　リ ュ カ　

ucas でした。時代によって流行があるのは日本と同じですね。
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　姓のほうは流行で変えるわけにはいきません。姓もまた聖人から由来しているものが多いで
す。フランスで最も多い姓のひとつ M

 マ ル タ ン 

artin はこのタイプです。やはりポピュラーな D
 デ ュ ボ ア

ubois 
は、bois が「木」や「森」を意味するのでもともと森の近くに住む人を意味していたのでしょ
う。日本なら「林さん」でしょうか。でも、とても体の大きな人が P

　プ　チ　

etit（「小さい」という意 
味）という姓だとなんだか妙な気がするかもしれません。姓は選べませんが、結婚すれば相手
の姓に変えることができます。

最近のトピック

2024 年夏季オリンピック・パラリンピックは
パリで開催されます！
　2024 年、東京オリンピックを引き継いで夏季オリンピック・パラリンピックが開催される
のは、フランスのパリです！ 2021 年の東京五輪閉会式では、小池都知事からパリのアンヌ・
イダルゴ市長に五輪旗が手渡されました。
　パリ・オリンピックの開会式は、夏季五輪の歴史上初めて競技場の外で行われます。その
舞台は、パリのど真ん中、ユネスコ世界遺産にも登録されているセーヌ川、そしてその河岸
に立ち並ぶエッフェル塔やルーヴル美術といった美しいモニュメント群です。選手たちは、
セーヌ川を国ごとの船に乗ってパレードします。セーヌ川の岸壁には、約 40 万席の一般参
加者用の無料席が設けられています。一方、パラリンピックの開会式が行われるのは、巨大
なオベリクスの聳えるコンコルド広場、そして凱旋門まで続く「世界で最も美しい通り」と
謳われるシャンゼリゼ大通りです。世界の人々を魅了する美しいパリの街並みを存分に生か
した開会式になりそうですね。
　また、パリ・オリンピックは、パリ協定に完全に準拠した最初のオリンピックとして、今
までになくサスティナブルな大会を目指しています。ロンドンオリンピックと比較し、二酸
化炭素排出量を 55% 削減すると発表。観客の移動は 100%、公共交通機関と自転車、徒歩。
無料です。美しくクリーンなパリ・オリンピックを楽しみにして下さい。


